
 

 

 
 

 
戦国時代の三人の武将、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康。三人の性格を表す下の俳句から、

あなたは彼らをどんな人だと思いますか？彼らをどんな人だと思いますか？彼らをどんな人だと思いますか？彼らをどんな人だと思いますか？想像して書いてみてください。 

 

 

一番興味を感じて調べたくなった一番興味を感じて調べたくなった一番興味を感じて調べたくなった一番興味を感じて調べたくなったのは、3 人のうちの誰ですか？ それはどうして？ 
今、一番興味があるのは… （ 〇をつけて ） 

織田信長織田信長織田信長織田信長        豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉        徳川家康徳川家康徳川家康徳川家康 

それはどうして？ 
※ ここでは、上の 3 つを書き終えた段階で興味を持った武将を選び、その理由を具体的

に短く書くようにします。 
誰に興味を持ったか、クラスで意見を出し合い、自分の調べたい武将を決めよう！自分の調べたい武将を決めよう！自分の調べたい武将を決めよう！自分の調べたい武将を決めよう！ 
この人を調べることに決めた！ （ 〇をつけて ） 

織田信長織田信長織田信長織田信長        豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉        徳川家康徳川家康徳川家康徳川家康 

そのわけは？ 
※クラスで興味を持った武将について意見を出し合った後の段階で、自分がどの武

将を調べることにするのか、ここで決めさせてください。 
   ここでの選択をもとに、調べる武将別の 4 人グループを編成します。 

 

織田信長織田信長織田信長織田信長    「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら    殺してしまえ殺してしまえ殺してしまえ殺してしまえ    ホトトギス」ホトトギス」ホトトギス」ホトトギス」    
どんな人だと思いましたか？ 
※ 俳句から想像する武将の性格を簡潔に書くようにします。 
 

豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉豊臣秀吉    「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら    鳴かせてみよう鳴かせてみよう鳴かせてみよう鳴かせてみよう    ホトトギス」ホトトギス」ホトトギス」ホトトギス」 
どんな人だと思いましたか？ 
   ※ 俳句から想像する武将の性格を簡潔に書くようにします。 
 

徳川家康徳川家康徳川家康徳川家康    「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら「鳴かぬなら    鳴くまで待とう鳴くまで待とう鳴くまで待とう鳴くまで待とう    ホトトギホトトギホトトギホトトギス」ス」ス」ス」 
どんな人だと思いましたか？ 
   ※ 俳句から想像する武将の性格を簡潔に書くようにします。 
 

ステップ 
１－１

名前名前名前名前    （（（（                                                                ））））    



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ２－１ 調べたことカード①②③（オモテ） 

小見出し（武将はなにをしましたか）

 
 
※ 調べたことすべてや、口頭で説明する文すべて書くのではなく、要点を簡潔に１～２行程度、箇条書きで書くことを意識させてください。 

○ 
 
 
 

○          調べたことの内容によって、項目数は変えてかまいません 

 
 
 

○ 

 

 

 

要点（なぜそれをしたのか、簡単にまとめて書こう）

※ ここには、図書や Web から調べたことを３つに絞り、各項目について説明をするスライドシート（紙芝居）を作ります。この囲みには、調べ

たことの一項目に小見出し（タイトル）を自分でつけて書きます。そして、下の囲みにはタイトルにあげた事柄を説明するのに必要な項目を

箇条書きで書きます。子どもたちには、口頭で説明することをすべてオモテ面に書かせないようにします。説明したいことを大まかにとら

え、人目をひきつけるタイトルと内容の要点を絞り、簡潔に紙芝居として聞き手に提示することを伝えてください。 

※ 必要に応じて、図表を挿入しても良い 



ステップ２－１ 調べたことカード①②③（ウラ）  

 表に書いた方は、聞く人に見せる側です。小見出し、要点をわかりや すく、短く、大きく書きましょう。 
 このウラ側には、表で調べたことを説明するための、発表文を書きましょう。 
 

こちら側にはこのスライドを発表の場で説明する時の文章やメモを書きます。表のスライドを聞き手に見せながら、ウラを見て発表を行える 
ようににするためです。3 分間という制限時間や「わかったことカード」とのつながりを意識させて書けるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 （                ） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ２－２A わかったことカード （オモテ） 

 
※ ステップ２－１の「調べたことカード」と同様に、聞き手に見せるオモテ面には、「わかったこと」の要点を押さえて箇条書きで簡潔に書くようにします。「わか

ったこと」が「調べたこと」の４つめにならないように、その違いを意識させながらまとめるようにします。 
 

○ 
 
 
 
 
 

○          ※ 項目数は必要に応じて増やしたり減らしたりさせてください。 

 
 
 
 
 

○ 

 

 

 

 

わかったこと（要点をまとめて）



ステップ２－２A わかったことカード ① ② ③ （ウラ） 

 〇表に書いた方は、聞く人に見せる側です。要点をわかりやすく、短く、大きく書きましょう。 
 〇このウラ側には、表で書いた「わかったこと」を説明するための、発表文を書きましょう。 

〇「わかったこと」とは、あなたの３つの「調べたこと」から、武将がどんな考えを持っていたのか、なぜそのようなことをしたのかなどについて、まとめると

いうことです。「調べたこと」との違いに気をつけて書いてね。 

※  こちら側にはこのスライドを発表の場で説明する時の文章やメモを書きます。表のスライドを聞き手に見せながら、ウラを見て発表を行える 
ようにするためです。3 分間という制限時間や「調べたことカード」の 3 枚とのつながりを意識して書くよう、はたらきかけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 （                ） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ２－２B 感想カード （オモテ）

 
※ ステップ２－１～２－２A の「調べたことカード」「わかったことカード」と同様に、聞き手に見せるオモテ面には、要点を押さえて箇条書きで簡

潔に書くようにします。事実から導き出される結論である「わかったこと」とそれに対し自分はどう感じたかの「感想」の違いを意識させながらまと

めるようにします。 

○ 
 
 
 
 
 

○ 

※ 項目数は必要に応じて増やしたり減らしたりさせてください。 
 
 
 
 
 

○ 

 

 

 

 



ステップ２－２B 感想カード ① ② ③ （ウラ） 
 〇表に書いた方は、聞く人に見せる側です。感想をわかりやすく、短く、大きく書きましょう。 
 〇このウラ側には、表で書いた「武将について感じたこと、考えたこと」（感想）を説明するための、発表文を書きましょう。 

〇「感想」とは、あなたの３つの「調べたこと」そして「わかったこと」から感じた武将の生き方や考え方への疑問、感動、自分との比較

などです。「わかったこと」との違いに気をつけて書いてください。 
※ こちら側にはこのスライドを発表の場で説明する時の文章やメモを書きます。表のスライドを聞き手に見せながら、ウラを見て発表を

行えるようにするためです。3 分間という制限時間や調べたこと、わかったこととのつながりを意識して書くようはたらきかけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 （                ） 
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